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（ブ－１０４）配水管布設替工事（余フ）
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（工事の内容）

甲府市上曽根町・白井町地内(文珠公民館の南東)

R4-ブ-104

ＤＩＰ．ＧＸ φ１５０
ＤＩＰ．ＧＸ
ＤＩＰ．ＧＸ φ７５

φ１００

ＲＲＶＰ φ７５
ＨＰＰＥ φ７５

仕切弁．ＧＸ φ１５０
仕切弁．ＧＸ
仕切弁．ＧＸ φ７５

φ１００ １基
１基

泥吐弁 φ７５ １基
空気弁 φ２０ １基

Ｌ＝２１２．０ｍ
Ｌ＝１１．０ｍ

Ｌ＝１．５ｍ
Ｌ＝１４．０ｍ

３基

１／３

Ｌ＝７．０ｍ

水抜栓 φ２５ １基



※縮尺はA2で出力した場合

工事件名

工事場所

図 面 名 縮尺 分割

甲府市上下水道局 管理番号 ﾏｲｸﾛNo.R4-ﾌﾞ-104

甲府市上曽根町・白井町地内（文珠公民館の南東）

平面図,標準横断図
土工標準図

図示 2/3

(ブ-104)配水管布設替工事(余フ)

平面図
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※縮尺はA2で出力した場合

工事件名

工事場所

図 面 名 縮尺 分割

甲府市上下水道局 管理番号 ﾏｲｸﾛNo.R4-ﾌﾞ-104

甲府市上曽根町・白井町地内（文珠公民館の南東）

配管詳細図 3/3

(ブ-104)配水管布設替工事(余フ)

任意

ライナー使用箇所※1 P-Link使用箇所※2 G-Link使用箇所※3

※1　一体化長さ

GX形直管はすべてS種管とする。

S種管（切管用）切管有効寸法1.0ｍ以上とする。

甲切　は有頭(受口有り)の切管を表す。

乙切　は無頭(受口無し)の切管を表す。

曲管部

(φ75～φ150［45°以下］)　　　　　　：1.0ｍ

(φ75～φ100［45°を超え90°以下］)　：1.0ｍ

(φ150　    ［45°を超え90°以下］)　：4.0ｍ

(φ75～φ150［丁字管部］)　　　　　　：1.0ｍ

仕切弁部

( φ75)：5.5ｍ

(φ150)：9.5ｍ

上記以内の直管受口にはライナーを使用すること。

※2　P-Link

※3　G-Link

直管受口に切管を接続する場合は、P-Linkを使用し接続すること。

異形管受口に切管を接続する場合は、G-Linkを使用し接続すること。

・K型受口には特殊押輪(3Dkn仕様)を使用すること。

・現場状況により上記の配管と相違が生じる場合には、監督員との協議を行ってください。

・土被り等に変更があった場合には監督員の指示に従って下さい。

・施工順序について、事前に監督員に確認して下さい。

・掘削深がH=1.5mを超える場合には土留工（軽量鋼矢板）を施すこと。

(φ100)：7.0ｍ

1.50
1.65

0.80

φ150

45°

甲
切

45°

φ
1
0
0

221/2°

甲
切

DP=0.80
(T,A1,B4,S1)φ100

路線1-2
BP

DP=0.80

φ150

(T,A1,C2,S2)

甲切

111/4°

N=3

甲切

乙切

乙
切

45°

45°

乙
切

下
げ

DP=1.70

VC.J
φ100*75

45°

45°

VS.J

9999 φ
75 VP 11 9999

DP=1.20

DP=1.20

DP=1.70

EP
路線1-2

DP=0.80

甲
切

乙
切

甲
切

φ150φ
7
5

φ75
DP=0.80
(T,A1,B4,S1)

221/2°甲切
φ150

DP=0.80

(T,A1,C2,S2)

N=2

φ150

φ
75

甲切

BP
路線1-3

111/4°

甲
切

乙
切

乙
切

乙
切

φ75
DP=0.80
(T,A1,B4,S1)

PC.J

N=
2

甲切

111/4°

N=4

甲切

N=2

乙切

下げ
45°

45°
45°

221/2°

乙
切

111/4°

111/4°

111/4°

φ150
(T,A1,C2,S2)
DP=0.80

乙
切

下
げ

甲
切

DP=0.80

DP=1.50

Ａ

路線1-3
EP

φ150

A

A'

111/4°

111/4°

111/4°

GL

路線1-1 No.10～EP付近　縦断図

甲切

配管詳細図
S=任意

路線1-1
EP DIP.K管栓帽

φ１５０×２５

メタル入りパッキン　 φ２５
ステンレス伸縮可とう継手絶縁袋ナット 付　 φ２５

（ 補修弁・ 防寒カバー付）小型空気弁　 φ２０

メーターブッシング　 φ２５×２０

メタル入りパッキン　 φ２５
ステンレス伸縮可とう継手絶縁袋ナット 付　 φ２５

ＳＵＳ304  ステンレスパイプ　 φ２５

サドル分水栓
鉄蓋・上桝・下桝・底板

空気弁詳細図 Ｓ＝任意

HPPE用管栓帽

甲切111/4° 111/4

甲切

N=8

111/4°

DP=0.80

甲切

乙切

φ150

202
2 φ

150
 DI

P.G
X

200
4 φ

75 
VP 

11 
999

9

DP=
1.2

0VP用管栓帽
°

路線1-1
BP

111/4

甲切

N=3

A

A'

90°×2

φ75

φ75

90°×2

φ50

11 
999

9

DP=
1.2

0
200

4 φ
75 

VP

路線1-1BP管連絡時に撤去

落としの確認終了後に水抜栓へ配管

水圧検査充水用
落とし確認用

φ150φ
50

φ
50

φ
50

φ150φ
50

斜
上
げ

甲
切

DP=1.20
9999 φ

75 VP 11 9999

VP用管栓帽

φ
25

φ50

φ50(筺無し)

φ25

90°×2

90°×2

φ50×25

90°

90°×2

90°

上げ

DIP.K管栓帽 φ50×25

90°×2

φ25
90°

水圧検査・洗浄用


